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まちづくりコーディネーターが活動をはじめて4年目となる2024年度の上半期

は、地区まちづくり推進委員会の設立支援を重点活動として取組を進めました。 

 
 

●地区まちづくり推進委員会の設立支援 

地区まちづくり推進委員会は、地域の特性やニーズを把握し、住民が主体となって

地域課題を解決するための重要な組織です。設立にあたっては、地域住民との対話を

重視し、定例会議や意見交換会を通じて、地域課題を共有し、住民同士のつながり強

化に努めています。 

●まちづくり活動の推進 

まちづくりセンターや地区まちづくり推進委員会が地域の情報発信やイベント企

画、住民交流の場として機能するような支援を行っています。専門的知見を活かした

助言や関係機関とのコーディネートを通して、地域住民が自らの手でまちづくりに参

加しやすい環境が整うよう活動・事業を後押ししています。 

●地区まちづくり推進委員会とまちづくりセンターとの相互連携支援 

まちづくり活動の拠点であるまちづくりセンターと地区まちづくり推進委員会が連

携することで、地域の課題解決に向けた取組がより効果的に進められます。複数の地

区まちづくり推進委員会を有するまちづくりセンターにおいて、両者が定期的な情報

共有や意見交換を行うことで、活動の相乗効果を生むよう努めています。 

まちづくりコーディネーター同士や担当課との連携と

情報共有のため、毎週火曜日の午後からミーティングを

行っています。 

 皆さんから相談いただいたことなど、細かく共有し連

携した支援を行っていきますので、ぜひお気軽にまちづ

くりに関することをご相談ください！ 

● コーディネーター全体の動き ● 



２ 

 

 

 

 

 

「お金は大事なもの、働いてもらうもの、限りがあるものを伝えたい。」 

「もともとお金の事を勉強していたので参加した。」 

「子どものお金の事が気になっていた。」 

 



３ 

8月2日に生湯町のまちづくりに関する意見交換会を、石見まちづく

りセンターと共同で開催しました！生湯町には1町内から4町内があ

り、全体での意見交換会は初の試みです。 

 

  昨年度、「総合的な学習」で５つの地区を巡り、住民との交流を通して地域の魅

力や課題を学んだ旭中学校の生徒は、旭地域を盛り上げるためのイベントの提案を行

いました。この提案を地域住民と実現しようと、今年度は、旭地域の全てのまちづく

りセンターで、生徒や地域住民とともに打ち合わせを重ねています。 

こうして顔を合わせ、自分たちの地域が安心して暮らせる街になるようにと考え

ることが、協働のまちづくりへの一歩ですね！ 

議題は生湯町の課題とやってみたいことです。 

「高齢化で草刈りができる人が減ってきて困ってい

る」「バスが通ってないし、お店もない」「同じ町内

でも知らない人が多いのよ」「運動する場所や集まれ

る場所が欲しいな」など、さまざまな意見で盛り上が

りました。 

夏休みに入り各まちづくりセンターでは親子を対象とした事業が計

画され、活発に活動されました。 

 おぐにふるさと学校では、雨で校庭が使えずテントを体育館に設

営し、親子でキャンプを楽しみました。また、火おこし、星の観

察、川遊びと夏休みの貴重な体験をしました。 

 夏の今福小学校校区お楽しみ会では、5・6年生の希望者が

「ミニミニ会議」で計画した企画を今福、久佐、美又まちづく

りセンターが連携し実施しました。メインはそうめん流し。衛

生面に特に気を配り、箸に印をつける、少人数のグループに分

ける等の工夫をしていました。大学生も参加し、子どもたちも

楽しそうでした。どの事業も夏の良い思い出となりました。 

 学校から地域へと引き継がれたバトンが、地域住民を動

かしている事例として注目しています。 

 このうち、木田まちづくりセンターでは、「木田にある

ものを使う、独自のイベントをする、楽しんでもらう」と

の生徒の提案を組み込んだ事業を11月下旬に実施します。

この企画段階では、新たに地元企業の関わりも生じ、地域

の様々な主体を巻き込む事業が待ち遠しく思えます。 



４ 

コーディネーター派遣依頼は2次元コードからお願いします 浜田市地域政策部 

まちづくり社会教育課 

【電話】   0855-25-9201  

       0855-25-9007 
   （まちづくりコーディネーター執務室）  

【FAX】   0855-23-1866  

【メール】  machizukuri@city.hamada.lg.jp  

「ガサガサ」とは、三隅川上流の環境と生態系を調査

し、自然を守ることを学び考える、今年で４年目の取組

です。子どもも大人も全員が調査員となり、網を使って

川の中の生き物を調査します。今年は綺麗な水質の目印

「イシドジョウ」が６匹も見つかりました。 

井野まちづくりセンターでは毎月様々な企画で参加者がとても楽しみに

している「いのまる広場」があります。9月3日は、三隅中学校1年生の総合学習

「地域インタビュー～地域の人に聞いてみよう～」が合わせて

行われました。中学生は地域の人と一緒に百歳体操を行い、レ

クリエーションをしながらいろいろな質問をしました。 

過ごしました。 まちづくり推進委員会INOは、地域の人が健康で元気に暮らせるように

と10月1日（火）も「いのまる広場」を開催予定です。 

中学生はインタビューを通して、地域の気持ちを知り、「自

分たちが井野や三隅を明るく楽しくしていきたい」「井野の良

さを誰かに伝えていきたい」と振り返りました。そして、地域

の人は中学生とふれあうことで、いつにも増して楽しい時間を 

       ８月10日、弥栄の自然と環境をまも

る会主催の「ガサガサ」が開催されました。 

いて学びました。主催者の小笠原さんは「生き物の名前を伝えるだけではダメ。その生き

物が生息する環境まで考えることが大切」と言っておられました。そしてこの結果は「身

近な水環境の全国一斉調査」として国土交通省等に報告協力をされています。 

 後半は、講師の辻井要介さんから水中生物や環境につ 


